
学番 18 新潟県立白根高等学校

令和３年度シラバス（家庭科）

教科（科目） 家庭(家庭総合) 単位数 ２単位
学年 １学年

(コース)

使用教科書 大修館書店『新家庭総合 主体的に人生をつくる』

副教材等 教育図書 『家庭科５５資料集』

１ 学習目標

人の一生と家族、高齢者の生活と福祉、子供の発達と保育、衣生活などに関する知識

と技術を総合的に習得させ、生活課題を解決するとともに、家庭生活の充実向上を図る

能力と実践的な態度を育てる。

２ 指導の重点

現代の生活を見つめ、よりよくするために主体的にかかわる学習を通して、男女が協

力して家庭や地域の生活を創造する能力と実践的な態度の育成を目指す。

講義だけでなく実習（調査・研究・観察等も含む）も多く取り入れ、実践的、体験的

な学習を行う。実習では班を編成して相互が協力し合い、火気・用具・材料などの取り

扱いに注意し、事故の発生や怪我をしないようにする。

３ 学習計画

学 月 単元名 教材 学習活動（指導内容） 時間 評価方法

期

４ 人 生 を み ア．人の一生と発達課題

月 つめる イ．家族・家庭と社会

ウ．生活設計

１

５ 共 生 社 会 ア．共生社会について

月 の 一 員 と イ．地域社会での活動 ノート等の提出

学 し て 生 き 授業の取り組み

る 実習の取り組み

定期考査

期 ６ 子 ど も を 保育人形 ア．親の役割と保育

月 育てる イ．子どもの発達

ウ．子どもの福祉

７ ３０

月 １学期期末考査

９ 高 齢 者 を ア．高齢者の心身の特徴と

月 生きる 生活

イ．高齢者の福祉

ウ．高齢者の介護の基礎

２ 10 ノート等の提出

月 衣 生 活 を ア．被服の機能 授業の取り組み

つくる イ．被服材料 定期考査

学 11 ウ．衣文化の成り立ち 作品提出

月 エ．被服管理

期 【実習】

12 被 服 製 作 、 基礎縫い、エプ

月 ロン製作

２５

２学期期末考査



１ 健 康 で 快 ア．衣生活を見つめる

３ 月 適 な 衣 生 イ．着心地の良い衣服

活 を つ く ウ．衣生活の計画と管理 授業の取り組み

２ る エ．被服製作の基本 定期考査

学 月 作品提出

３ １５

期 月 学年末考査→作品評価

計 70時間（ 50分授業）

４ 課題・提出物等

・ワークシートや学習ノートは授業時間終了時や単元ごとなどに点検し、評価する。

・夏休みや冬休みには学習したことを家庭で実践する課題（ホームプロジェクト）やレ

ポートなどの宿題を別途指示します。

・課題や作品は期日までに完成させ、必ず提出する。課題の未提出の減点は大きい。

５ 評価規準と評価方法

※評価は次の観点から行います。

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

家 庭 や 地 域 の 生 活 に 家 庭 や 地 域 の 生 活 家 庭 や 地 域 の 生 活 家 庭 生 活 の 意 義 や 役

つ い て 関 心 を も ち ， に つ い て 課 題 を 見 を 充 実 向 上 す る た 割 を 理 解 し ， 家 庭 や

そ の 充 実 向 上 を 目 指 い だ し ， そ の 解 決 め に 必 要 な 基 礎 的 地 域 の 生 活 を 充 実 向

し て 主 体 的 に 取 り 組 を 目 指 し て 思 考 を ・ 基 本 的 な 技 術 を 上 す る た め に 必 要 な

もうとするとともに， 深 め ， 適 切 に 判 断 身に付けている。 基 礎 的 ・ 基 本 的 な 知

実 践 的 な 態 度 を 身 に し 工 夫 し 創 造 す る 識を身に付けている。

付けている。 能 力 を 身 に 付 け て

いる。

以上の観点を踏まえ

①授業の取組（授業態度・発表や討論の様子・学習活動への参加状況等）

②提出物などの内容

③定期テスト

①から③を総合的に判断し、評価します。

６ 担当者からの一言

・移動教室の授業が多いので、持ち物（調理実習では三角巾・エプロンが必要）や内容

の連絡を確認すること。

・特に実習の遅刻や欠席はしないようにすること。班員に迷惑をかけることになる。

・予習は必要なし、授業集中で授業を受けること。

・家庭科の授業規則が守られない場合は、評価の大きな減点要因になる。



学番 18 新潟県立白根高等学校

令和３年度シラバス（家庭科）

教科（科目） 家庭(家庭総合) 単位数 ２単位
学年 ２学年

(コース)

使用教科書 大修館書店『新家庭総合 主体的に人生をつくる』

副教材等 教育図書 『家庭科５５資料集』

１ 学習目標

食生活、住生活、消費生活などに関する知識と技術を総合的に習得させ、生活課題を

解決するとともに、家庭生活の充実向上を図る能力と実践的な態度を育てる。

２ 指導の重点

現代の生活を見つめ、よりよくするために主体的にかかわる学習を通して、男女が協

力して家庭や地域の生活を創造する能力と実践的な態度の育成を目指す。

講義だけでなく実習（調査・研究・観察等も含む）も多く取り入れ、実践的、体験的

な学習を行う。実習では班を編成して相互が協力し合い、火気・用具・材料などの取り

扱いに注意し、事故の発生や怪我をしないようにする。

３ 学習計画

学 月 単元名 教材 学習活動（指導内容） 時間 評価方法

期

４ ＤＶＤ ア．調理の基本

月

１

５ イ．人間と食べ物

月 食 生 活 を ノート等の提出

学 営む 授業の取り組み

６ ウ．栄養素と食事 定期考査

月 炭水化物

期 たんぱく質

７ 脂質

月 １学期期末考査

無機質 ３０

９ ＤＶＤ ビタミン

月 食 生 活 を その他の食品

営む ノート等の提出

２ 10 エ． 調味料・香辛料・嗜好 授業の取り組み

月 品

学 11 住生活を ビデオ ア．住居の機能 ノート等の提出

月 つくる ＤＶＤ イ．住空間の計画 授業の取り組み

ウ．住空間の整備

期

12 経 済 生 活 ア．消費行動の意思決定 ノート等の提出

月 を 主 体 的 イ．家庭の経済生活 授業の取り組み

につくる 【実習①】、【実習②】 実習の取り組み

３０ 定期考査

２学期期末考査



３ 冬 経済生活 ホームプロジェクト ﾎｰ ﾑ ﾌ ﾟ ﾛ ｼ ﾞ ｪ ｸ ﾄの 提

休 を主体的 出

学 み につくる

１ ウ．消費者の権利と責任 ノート等の提出

期 月 エ．消費行動と資源・環境 授業の取り組み

２ 【実習③】 定期考査

月 学年末考査

３ ＤＶＤ ・消費者の権利と責任 １０

月 ・消費者行動について

計 70時間（ 50分授業）

４ 課題・提出物等

・ワークシートや学習ノートは授業時間終了時や単元ごとなどに点検し、評価する。

・課題や作品は期日までに完成させ、必ず提出する。課題の未提出の減点は大きい。

５ 評価規準と評価方法

※評価は次の観点から行います。

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

家 庭 や 地 域 の 生 活 に 家 庭 や 地 域 の 生 活 家庭や地域の生活 家 庭 生 活 の 意 義 や 役

つ い て 関 心 を も ち ， に つ い て 課 題 を 見 を 充 実 向 上 す る た 割を理解し，家庭や

そ の 充 実 向 上 を 目 指 い だ し ， そ の 解 決 め に 必 要 な 基 礎 的 地 域 の 生 活 を 充 実 向

し て 主 体 的 に 取 り 組 を 目 指 し て 思 考 を ・ 基 本 的 な 技 術 を 上 す る た め に 必 要 な

もうとするとともに， 深 め ， 適 切 に 判 断 身に付けている。 基 礎 的 ・ 基 本 的 な 知

実 践 的 な 態 度 を 身 に し 工 夫 し 創 造 す る 識を身に付けている。

付けている。 能 力 を 身 に 付 け て

いる。

以上の観点を踏まえ

①授業の取組（授業態度・発表や討論の様子・学習活動への参加状況等）

②提出物などの内容

③定期テスト

①から③を総合的に判断し、評価します。

６ 担当者からの一言

・移動教室の授業が多いので、持ち物（調理実習では三角巾・エプロンが必要）や内容

の連絡を確認すること。

・特に実習の遅刻や欠席はしないようにすること。班員に迷惑をかけることになる。

・予習は必要なし、授業集中で授業を受けること。

・家庭科の授業規則が守られない場合は、評価の大きな減点要因になる。


